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ジュールはラテン語の “de jure” に由来し、「法に
あった」、「法律上で正式の」という意味である。
　もう一方のデファクト標準化規格とは、例えば、









































く存在する。例えば文書作成処理（LibreOffi  ce 等）
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　質問のまとまり 1,2,3 は「現場における OSS の
活用度合い」を問うている。質問 4は「市場への対
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べきは「技術面・法律面でかかわるリスク」である
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